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同
窓
会
だ
よ
り
の
発
行
に
寄
せ
て
 

  
晩
秋
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

 
私
は
平
成
二
十
一
年
の
総
会
よ
り
会
長
に
就
任
し
、
今
年

早
く
も
五
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
し
て

四
十
七
年
経
ち
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
母
校
で
の
思
い
で
は
色

褪
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
五
年
間
、
卒
業
生
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
農
産
祭
の
開

催
に
合
わ
せ
て
校
内
に
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
、
東

日
本
大
震
災
に
は
二
年
続
け
て
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を

す
る
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
、
在

校
生
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
ま
た
、
今
ま
で
停
滞
し
て
い
た
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
様
々
な
角
度
よ
り
検
討
し
た
結
果
、
役
員
の
年

齢
構
成
の
再
編
を
行
い
、
団
塊
世
代
よ
り
若
い
世
代
ま
で
幅

広
く
役
員
選
出
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
計
画
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
昨
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、
本
年
度
は
同

窓
会
だ
よ
り
の
発
行
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。
役
員
会
と
し
て
は
、
約
七
〇
〇
〇
名
の
同
窓
会
員
の

皆
さ
ま
に
お
届
け
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
個

人
情
報
保
護
法
の
適
用
、
ま
た
、
多
額
な
発
行
費
用
等
諸
般

の
事
情
に
よ
り
、
発
送
を
断
念
致
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
農
産
祭
、
総
会
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
二
ク
ラ
ス
以
上
の
同
期
会
、
各
々
の
ク
ラ
ス

会
な
ど
で
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
、
ご

了
承
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
我
が
母
校
、
都
立
農
産
高
等
学
校
は
、
都
内
の
下
町
に
あ

り
な
が
ら
も
自
然
に
恵
ま
れ
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
、
在

校
生
が
人
間
性
豊
か
な
高
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
素
晴
ら
し
い
学
校
で
す
。
 

い
つ
ま
で
も
母
校
が
存
在
し
、
ま
す
ま
す
発
展
で
き
ま
す
よ

う
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 

母
校
の
発
展
と
同
窓
会
活
動
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
充
実
を
願
っ
て
 

 
 

 
平
成
二
十
年
、
母
校
の
創
立
六
十
周
年

記
念
事
業
が
行
わ
れ
、
早
、
五
年
を
経
た

今
日
同
窓
会
も
新
役
員
体
制
の
も
と
に
、

農
産
祭
に
む
け
て
会
報
の
発
行
と
、
同
窓

会
総
会
の
開
催
の
報
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
喜
ん
で
い
る
次
第
で
す
。
 

 
さ
て
、
本
校
同
窓
会
は
農
産
高
校
独
立

の
翌
年
昭
和
三
十
三
年
に
、
母
校
開
校
の

祖
で
あ
る
初
代
校
長
三
輪
虎
寿
先
生
肝
い

り
で
、
初
代
会
長
松
田
治
太
郎
の
も
と
に

発
足
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
昭
和
三
十
四

年
に
園
芸
科
を
卒
業
以
来
長
き
に
渡
り
同

窓
会
の
活
動
を
通
し
て
、
「
食
と
緑
」
を
担

う
若
者
の
育
成
を
使
命
と
す
る
母
校
の
発

展
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
が
、
昔
今
の

食
料
自
給
率
の
低
下
や
環
境
問
題
等
で
、

母
校
の
創
立
以
来
の
理
念
は
地
域
社
会
に

お
い
て
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

 
さ
い
ご
に
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
こ
た
え

る
母
校
と
、
合
わ
せ
同
窓
会
活
動
の
充
実

し
た
取
組
を
願
い
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
 
 

 
同
窓
会
誌
に
寄
せ
て
 

 
 

 
自
校
の
記
念
誌
を
隅
か
ら
読
破
し
、
そ

の
行
間
ま
で
も
読
み
取
る
こ
と
は
校
長
の

大
切
な
務
め
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
織
の
歴
史
を
文
字
で
残
す
こ
と
は
新
た

な
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
と
考
え
ま
す
。
ま

さ
に
「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 
久
し
ぶ
り
に
同
窓
会
誌
が
発
行
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
農
産
高
校
同
窓
会
に

と
っ
て
が
新
風
を
吹
き
込
む
大
き
な
機
会

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
諸
先

輩
方
の
活
躍
や
、
農
産
高
校
や
農
産
生
へ
の

叱
咤
激
励
等
大
歓
迎
し
ま
す
。
 

 
六
十
周
年
記
念
誌
に
、
高
城
同
窓
会
長
が

こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。
「
私
は
こ
の

学
校
で
一
次
産
業
で
あ
る
農
業
と
二
次
産

業
で
あ
る
食
品
製
造
を
学
び
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
公
園
造
り
の
仕
事
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
」
地
域
連
携
が
叫
ば
れ
る

昨
今
、
本
校
が
四
十
年
以
上
前
か
ら
地
域
を

意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し

て
現
在
は
、
一
次
と
二
次
と
三
次
産
業
を
あ

わ
せ
た
六
次
産
業
な
る
も
の
が
新
た
に
注

目
さ
れ
る
時
代
で
す
。
 

農
産
高
校
が
新
た
な
創
造
を
生
み
出
す
た

め
に
も
、
あ
と
か
ら
次
々
と
く
る
後
輩
た
ち

の
た
め
に
も
、
同
窓
会
誌
の
発
行
が
継
続
さ

れ
る
こ
と
を
お
お
い
に
期
待
し
ま
す
。
 

 



同窓会　秋号 ２０１３年（平成２５年）１１月９日農産高等学校同窓会だより

会長 
早野 幸雄 

副会長 
岡田 親夫 

庶務 
香取 義和 

庶務 
直江 修一 

庶務 
常盤 大助 

庶務 
星 郁香 
（本校職員） 

庶務 
福山 勝則  

庶務 
中島 範樹 

副会長  
石井 英三 
（本校職員） 

庶務 
松井 明美 

 食品科の食品デザインコー
スで学んでいました。卒業後
はパティシエになり、皆が笑
顔になるような華やかなケー
キを作っています。 
 
（２００８年卒業） 

 役員として試行錯誤の末、
２期（４年）が過ぎました。 
この同窓会を次の若い世代
の方達が継続して行かれる
ような形に出来たらと思って
います。 
 
（１９６６年卒業） 

 
担任 貝川正也先生 野球部 
  
新東京郵便局勤務 
 
（１９６６年卒業） 

 食品科の一期生です。ひと
つ上の学年までは園芸科１
クラス、農産製造科（食品）３
クラスでした。  
 『農産愛』を持ってくださる
卒業生や未来の同窓会員の
ために、少しでも力になれた
らと思っています。 

  
大先輩から、新卒の卒業生
まで、何らかの形でつながっ
ていけるように頑張っていき
たいと思います。 
 
（１９７５年卒業） 

 副会長になってから４年が
過ぎました。卒業生の交流の
場を作ることを目的と考えて
います。 
 
（１９６６年卒業） 

 趣味が子供と遊ぶ事、読書、
料理（お菓子作り含む）、人と
話すこと。６月に愛娘が誕生
したこともあり、家事に一層
励むようになりました。子供
が生まれるって幸せですね。 
 
 

 昭和４４年３月に園芸科を
卒業して４５年になります。 
定年後、再び代々木の「国立
少年センター」に勤務してい
ます。 
 同窓会では今年から役員
の候補の方々が決まり、行
事の実施もでき、今後は学
校と会員の関わりが多くなる
ことを願っています。 

 
同窓会の活動を通して、他
の役員の皆さんと共に、農産
高校の力になれるように頑
張ります。 
  
 
（１９８７年卒業） 

 平成２１年の総会より会長
に就任し、５年目を迎えるこ
とになりました。 
 卒業して４７年経ちますが、
いつまでも素晴らしい母校が
存在し、ますます発展できま
すよう微力ながら協力してま
いります。 
（１９６６年卒業） 



同窓会　秋号 ２０１３年（平成２５年）１１月９日農産高等学校同窓会だより

会計 
荻野 廣子 

会計 
大野 志津子 

（本校職員） 

会計監査 
小林 求 

会計監査 
滋田 修司  
（本校職員） 

役員候補 
井上 景賀 

役員候補 
駒澤 まなぶ 

役員候補 
村山 歩  

役員候補 

 卒業してからも農産に関わ
りたいと思い、役員に立候補
させていただきました。 
これからよろしくお願いします。 
 
（２００３年卒業） 

 
 今後ともよろしく 
      お願いします。 
 
（２００３年卒業） 

  
これからは自分たちの世代
の意見も取り入れ、農産の
良さをもっと多くの人に伝え
ていきたいと思います。 
 
（２００３年卒業） 

 
 何ができるかわかりません
が、がんばります。  
 
（１９８２年卒業） 

 農産高校を卒業して４年前
から同窓会役員を引き受け、
微力ながら活動させて頂きま
した。これから先は若い方々
に加わっていただき、運営活
動してほしいと思います。   
 
（１９６６年卒業） 

 退職後、取手市に転居し趣
味のガーデニング、家庭菜
園を楽しんでいる。  
 
（１９６５年卒業） 

 役員を受けてから２期目に
なります。 
私は定年なしの生涯現役の
土地家屋調査士をしていま
す。   
 
（１９６６年卒業） 

 役員としてどのように同
窓会を運営していけばよ
いのか？いろいろと考え、
やってきました。農産高校
の同窓会の形を今後も考
えていきます。 
（1989年卒業） 



同窓会　秋号 ２０１３年（平成２５年）１１月９日農産高等学校同窓会だより

農産祭 同窓会の展示（2012年11月10･11日）  

参加者の皆さんと記念撮影 

第１回スポーツ交流会（2012年11月25日）  

 農産祭への参加は今回が４回目で、左の写
真は昨年の様子です。 

本校舎１Fの定時制選択教室をお借りして、活

動内容の展示や卒業生の仕事紹介、そして学

校に保管されている卒業生アルバムを特別に

お借りし、展示を行いました。また、東日本大

震災の募金活動も行いました。 
 展示会場に足を運んでいただいた皆さんは、
ご自分の卒業アルバムを探して熱心にご覧に
なられていました。自分のクラスを探したり、ま
た先輩・後輩のアルバムを探しては当時の話
で盛り上がっていました。 
また偶然に展示会場で会われた卒業生同士
で懐かしい昔話に花が咲いていました。 

 
 卒業されてからあらためて農産祭に来てみ
て、農産高校に対する懐かしさや実習を思い
出し、「在学していた当時と同じではないけれ
ど、昔は良かったな～」としみじみお話しされ
る卒業生の方もいらっしゃいました。 

 
 役員も展示会場で皆さんをお待ちし、卒業生
の皆さんとお話ししながら、一息ついて頂ける

卒業アルバムの展示を懐かしそうに見る卒業生 

 第１回スポーツ交流会。種目はバレーボール

でした。 
ご家族で参加してくださった卒業生の方、バ
レーボールならば…と参加して下さった方々と
役員とで、練習・試合を行いました。何が驚い
たかというと、皆さんバレーボールがうまい！ 
昔取った杵柄とはまさにこのこと！拾う！飛
ぶ！打つ！回転レシーブまで！！明日のお仕
事は大丈夫?と心配しましたが、皆さん楽しそう
にボールを追い掛けていました。一生懸命練
習されている皆さんの高校生の姿が目に浮か

 スポーツ交流会終了後、亀有まなび交流館
にて行われた「懇親会」。自己紹介から始ま
り、何年度の卒業か、担任の先生は？部活
は？などいろいろな話になりました。各世代
の『昔の農産高校』の話になり、とても盛り上

一息ついてお茶を飲む卒業生 



２０１３（平成２５）年

月/日 項 目

2月8日 役員会定例会

6月22日 役員会定例会

9月14日 臨時役員会

10月26日 役員会定例会

11月9、10日 農産祭　同窓会展示

11月16日
総会
第２回スポーツ交流会・懇親会

午前　総会（隔年）
午後　スポーツ交流会（本校体育館など）・懇親会

活 動 内 容

同窓会だより発行にむけての準備

同窓会だより発行にむけての準備、農産祭・スポーツ交流会準備

同窓会だより発行にむけての準備、農産祭・スポーツ交流会準備

農産祭・スポーツ交流会の準備

同窓会　秋号 ２０１３年（平成２５年）１１月９日農産高等学校同窓会だより

同窓会パネル展示

　新役員の体制になって年目になりました。５年前、農産高校同窓会をどのような形で運営していくのか話し合い
を重ね、まずは近年行われていなかった総会（隔年）を開催することとし、同窓会規約の改正を行いました。また
全卒業生の名簿確認の作業などを行い、管理業務の委託をしました。次の年には、同窓会会費の検討を行い、
会費を変更。それまでなかった新たな試みとして、同期会への補助金の検討・実施をしました。農産祭への参加
は今回で４回目となり、活動内容の展示や、東日本大震災の募金活動を行いました。昨年秋には第１回スポー
ツ交流会を開催し、徐々に活動の幅を広げて来ました。
　今年度はかねてから検討されていた、『同窓会だより』の発行を行い、同窓会の活動を卒業生・在校生の皆さ
んに知っていただけるようにしました。１１月１６日（土）には第２回スポーツ交流会を予定しています。新役員候補
も増え、ますます活発に活動を行っていく予定です。

 
 役員会（定例会）の様子 



《職歴》
1982年
東京都菓子学園卒業後1993年まで
カフェモーツァルト(有楽町)勤務【佐々木正昭氏に師事】
江ざわ(千葉県市川市)勤務【長沢勝男氏に師事】
東京カド勤務【高田荘一郎氏に師事(10年)】
1994年
エーデルワイス(埼玉県宮代町)勤務(7年)
2001年9月
ドゥーブルシェフ(埼玉県久喜市)オープン
2008年6月
ドゥーブルシェフ白岡店(埼玉県白岡市)オープン
2008年10月

現在:社団法人埼玉県洋菓子協会副会長
(社)日本洋菓子協会連合会評議委員
国家技能検定員
製菓学校講師
一級製菓技能士
製菓衛生士
プロスペールモンタニェ会員
厚生労働省ものづくりマイスター

《受賞暦》
コンテスト受賞暦全17回入賞
1985～94年　東日本洋菓子作品展　東京大会
　　　　　　 細工部門・マジパン部門・クッキーコンフィズリー部門
　　　　　　 8期入賞　銀賞3回　銅賞5回
1991年　　　日本カリフォルニア　アーモンドコンテスト準グランプリ
1992年　　　ジャパンケーキショー　マジパン部門　銀賞
1992年　　　第3回全日本洋菓子技術コンテスト　東京都代表銅賞
1994年　　　第1回バターと生クリームを使った
　　　　　　 プロによる洋菓子コンクール　ベスト10入賞
1995年　　　第2回バターと生クリ－ムを使った
　　　　　　 プロによる洋菓子コンクール　ベスト10入賞
1997年　　　第4回　全日本洋葉子技術コンテスト
　　　　　　 埼玉県代表　連合会会長賞
1999年　　　カリフォルニアレーズンコンテスト
　　　　　　 審査員特別賞(渡米研修)
2002年　　　第5回全日本洋菓子技術コンテスト
　　　　　　 埼玉県代表 連合会会長賞
2010年　　　埼玉県 卓越技術表彰(彩の国の名工)受賞
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 ドゥーブルシェフ代表取締役社長       

山本 正隆さん 

 農産高校の農産製造科を卒業し、パティシエをされている山本さんです。 

『ドゥーブルシェフ』代表取締役社長として埼玉に２店舗を構え、地域でも評判の洋菓子店です。

その他にも社団法人埼玉県洋菓子協会副会長や(社)日本洋菓子協会連合会評議委員など、ご活躍さ

http://www.double-chefs.com/
http://www.double-chefs.com/menu/index.html
http://www.double-chefs.com/menu/baked.html
http://www.double-chefs.com/menu/deco.html


独自の感性を活かした遊び心あるお菓子がたくさんあります！！

《ドゥーブルシェフのこだわり》

● 注文してからわずか5～10分でデコレーションケーキが出来上がります！

● ドゥーブルシェフならではの遊び心と独自の感性を発信されています

● 職人さん達によるこだわりの手作りお菓子です

《店舗のご案内》

ドゥーブルシェフ　久喜店 ドゥーブルシェフ　白岡店

埼玉県久喜市吉羽2-6-9 埼玉県白岡市篠津1984-1
TEL 0480-24-3001 / FAX 0480-24-3002 TEL 0480-91-0222
営業時間　AM9：00～PM8：30 営業時間　AM10：00～PM8：00
定休日　　年中無休 定休日　　年中無休
駐車場　　あり 駐車場　　あり

　素材からこだわった、おいしくて見た目にも美しいケーキや焼き菓子。季節ごとに変わる装飾や、
製造しているところが見えるようになっているお店づくり。そして、手早くその場でケーキを仕上げる
職人さん達の技術など、見ているだけでも幸せな気分になります。
　山本さんは２店のお店を行き来されたり、専門学校での講師のほか様々なところでご活躍されて
いるため、いつもお店にいらっしゃるわけでは無いそうです。
白岡店にはオープンカフェがあり、店内のケーキとドリンクを選んでその場でも楽しめますので、
ぜひ立ち寄ってみてはいかがでしょうか。

　　個性豊かなたくさんの種類の生菓子と焼き菓子があります。お店の内装・外装も時に大きく変化させ、お客様に
　ドキドキ感やわくわく感を味わって頂きたいという思いから、オリジナルの空間を手作りされているそうです。

　　お客様の目の前でデコレーションケーキを作っていただけます。
　店内から厨房が見渡せるようになっているので、職人さん達が素敵なお菓子を手早く作っている様子を見ること
　が出来ます。

　　ラインの工場で作る商品とは異なり、職人さん達が一つ一つの素材から手間暇をかけて作り上げ、
　こだわりぬいた逸品が提供されています。
　アーモンドをはじめとするナッツ類は石臼での自家挽き製、フルーツソースもお店で炊き上げている
　など、時間と手間を惜しまずに製造されています。
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   《編集後記》 

 
  「同窓会だより」を発行するにあたり、ご協力いた

だ 

 いた皆さまありがとうございました。。 

  今後も同窓会の活動や現在の農産高校の様子 

 などをご紹介できるようにしていきたいと思います。 

    

   ２０１３（平成２５）年『総会』と『スポーツ交流会』を下記の日程で行います。 

 ぜひ出席いただけますよう、ご案内申し上げます。  
 

            『総会・スポーツ交流会』   

  

                            開催日：2013年１１月１６日（土） 
  

   〈総会〉             〈第２回スポーツ交流会〉 
 
  受付開始 ：１0:00          受付開始：12:30 

  開  会 ：10:30          開  会：13時 （１６時３０分終了予定）     

      （11:30終了予定）        場  所：農産高校 体育館 

  場  所 ：農産高校 会議室           種  目：ソフトﾊﾞﾚー(フットサル) 
                                                               そ の 他 ：運動できる服装と体育館用 

 

 《総会・スポーツ大会》 
 総会・スポーツ交流会にご出席頂ける方は（どちらかだけでも可）担当までご連絡ください。 
 

 《懇親会》（懇親会のみの参加も可） 

 終了後、懇親会を予定しています。ご参加頂ける方は担当までご連絡ください。 
 
 場 所 ： スポース＆ダイニング『アジト』 農産の卒業生のお店です！ 
 時 間 ： １７：３０（予定） 
           会費は当日にいただきます（若干の補助あり） 
 

 《連絡先》 
 総会・スポーツ大会・懇親会担当 

 
   副会長 石井 英三 

      農産高校 ０３－３６０２－２８６５ 
   庶 務  香取 義和  
      メール katopapa1015@yahoo.co.jp  

          
 ※ 11月13日（水）までにご連絡くださいますようお願い申し上げます。 


	1
	2
	3
	4
	5
	6 
	7
	8

